
アコさん、ありがとう。 
～アコ基金 50周年記念 特別号～ 

奥出雲町社協だより「ふくしの窓」 令和 3年 8月 
 

 

 

 

 

 

 

 拝
啓 

黄
昏
時
の
風
に
、
涼
や
か
な
虫
の
音
が
耳
に
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

ア
コ
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。 

あ
な
た
か
ら
初
め
て
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
の
こ
と
で
し
た
。
あ
れ
か

ら
五
十
年
。
昭
和
、
平
成
と
時
代
は
移
り
変
わ
り
、
令
和
を
迎
え
て
な
お
毎
月
あ
な
た
が
送
っ
て
く
だ

さ
る
白
封
筒
は
、
六
百
通
を
超
え
ま
し
た
。
手
に
と
る
た
び
、
見
覚
え
た
文
字
に
あ
な
た
の
穏
や
か
な

微
笑
み
を
想
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
、「
社
会
福
祉
の
一
助
に
」
と
の
あ
な
た
の
優
し
さ
を
後
世
に
つ
な
ぐ
た
め
、
ア
コ
基
金
五
十

周
年
記
念
行
事
を
催
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
世
界
中
が

大
混
乱
に
陥
っ
て
い
る
今
、
敢
え
て
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
、
人
を
想
う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

子
供
も
大
人
も
皆
で
一
緒
に
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

五
十
年
と
い
う
あ
ま
り
に
も
長
い
年
月
と
た
く
さ
ん
の
白
封
筒
を
前
に
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
も
っ

て
お
礼
を
申
し
上
げ
て
良
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
た
だ
、
感
謝
の
想
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
誰
も
が
お
互
い
に
支
え
合
い
助
け
合
い
、
寄
り
添
い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。 

立
秋
と
は
名
ば
か
り
の
暑
さ
が
つ
づ
き
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

敬
具 

令
和
三
年
八
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奥
出
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会 
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ア
コ
基
金
っ
て
な
あ
に
？ 

【
は
じ
ま
り
】 

 

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
、
一
通
の
白
封

筒
が
当
時
の
仁
多
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

届
き
ま
し
た
。 

中
に
は
千
円
札
が
一
枚
と
、
「
社
会
福
祉

の
一
助
に
」
と
一
言
だ
け
書
か
れ
た
手
紙
が

添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

 

【
基
金
の
命
名
】 

 

同
年
十
一
月
、
仁
多
町
社
協
は
広
報
誌
の
紙

面
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
匿
名
の
寄
付
者
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

     

           

す
る
と
翌
十
二
月
に
は
、
次
の
よ

う
な
お
返
事
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

             

こ
の
お
返
事
に
よ
り
『
ア
コ
基
金
』

と
命
名
さ
れ
た
基
金
の
積
み
立
て
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

 

【
広
が
る
ア
コ
さ
ん
の
輪
】 

 

仁
多
中
学
校
で
は
、
「
ア
コ
さ
ん
の

気
持
ち
を
町
中
に
広
げ
よ
う
！
」
と

い
う
生
徒
の
発
案
で
「
ア
コ
の
花
～
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

基
金
の
利
息
を
使
い
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
を
育
て
、
た
く
さ
ん

の
ア
コ
の
花
が
町
中
に
溢
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
「
仁
多
町

い
ろ
は
カ
ル
タ
」
に
、 

 

真
心
が 

 

実
っ
て
咲
い
た 

ア
コ
の
花 

 

と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
アコ基金 50 年の推移  総額3,355,000 円 ‼ 

 昭和 46年 4月～令和 3年 3月 ( 1971.4  ～ 2021.3 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 46 年 4 月～昭和 47 年 7 月 16 カ月 1,000 円/1 通 16 カ月×1,000 円=16,000 円 

昭和 47 年 8 月～昭和 47 年 12 月 5 カ月 2,000 円/1 通 5 カ月×2,000 円=10,000 円 

昭和 48 年 1 月～昭和 49 年 1 月 13 カ月 3,000 円/1 通 13 カ月×3,000 円=39,000 円 

昭和 49 年 2 月～平成 25 年 7 月 474 カ月 5,000 円/1 通 
474 カ月×5,000 円= 

2,370,000 円 

平成 25 年 8 月～令和 3 年 3 月 92 カ月 10,000 円/1 通 
92 カ月×10,000 円= 

920,000 円 

ア
コ
基
金
の
推
移 

 

ア
コ
さ
ん
が
ど
こ
の
ど
な
た

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
基

金
の
名
前
に
“
赤
ち
ゃ
ん
”
を

意
味
す
る
「
ア
コ
」
と
つ
け
ら

れ
た
こ
と
、
ま
た
文
字
の
雰
囲

気
か
ら
、
お
そ
ら
く
女
性
だ
ろ

う
と
推
測
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

昭
和
四
十
六
年
と
い
え
ば
、

大
学
新
卒
初
任
給
の
全
国
平

均
が
四
万
円
、
喫
茶
店
で
飲

む
コ
ー
ヒ
ー
が
一
杯
百
二
十

円
の
時
代
で
す
。 

 
 

そ
ん
な
時
代
に
、
女
性
が
初

め
て
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
千
円

は
、
決
し
て
少
な
い
金
額
で
は

な
か
っ
た
は
ず
で
す
。 

 
 

当
時
の
ア
コ
さ
ん
の
想
い
に

触
れ
る
た
め
、
昭
和
四
十
六

年
が
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
か
、

少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真はイメージです。 

山
陰
中
央
新
報 

(

昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
八
日) 

  

ア
コ
さ
ん
か
ら
の
寄
付
が
毎

月
届
く
よ
う
に
な
っ
て
、
も
う
す

ぐ
六
年
と
い
う
頃
で
す
。 

 

当
時
、
香
典
返
し
や
見
舞
い
返

し
以
外
の
理
由
で
社
協
に
寄
付

を
す
る
方
は
珍
し
く
、
ま
た
、
そ

れ
が
ど
こ
の
ど
な
た
か
分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
、
毎
月
決
ま
っ
て

白
い
封
筒
で
送
ら
れ
て
く
る
こ

と
な
ど
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
要
素

も
相
ま
っ
て
、
報
道
機
関
に
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

新聞記事に見るアコさんの偉大な功績 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読売新聞(昭和 54年 5月22日) 



朝日新聞(昭和 56年 6月18日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



朝
日
新
聞 

(

昭
和
五
十
八
年
八
月
十
五
日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山
陰
中
央
新
報 

(

昭
和
六
十
年
四
月
十
六
日) 

  

仁
多
町
合
併
三
十
周
年
記

念
式
典
に
お
い
て
、
町
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 

 

姿
の
な
い
ア
コ
さ
ん
に
向

か
い
町
長
が
感
謝
を
述
べ
る

姿
は
、
多
く
の
町
民
の
胸
を

打
ち
ま
し
た
。 

 

こ
の
感
謝
状
授
与
は
、
山

陰
中
央
新
報
の
ほ
か
、
中
国

新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞

で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

話
題
と
な
り
ま
し
た
。 



山
陰
中
央
新
報 

(

平
成
二
十
三
年
二
月
三
日) 

 

        

アコさん 
表彰歴 

 

 

◇昭和 54年 6月 21日 

仁多町社会福祉協議会会長 

感謝状 

◇昭和 60年 4月 15日 

仁多町合併 30周年記念式典 

仁多町長 感謝状 

◇昭和 60年 9月 19日 

島根県総合社会福祉大会 

島根県社会福祉協議会会長 

 感謝状 

◇平成 12年 7月 30日 

アコ基金創設 30周年記念 

仁多町社会福祉協議会会長 

 感謝状 

◇平成 17年 3月 25日 

仁多町閉町式 

 仁多町長 感謝状 

◇平成 21年 9月 2日 

アコまごころ号納車記念式典 

奥出雲町社会福祉協議会会長 

 感謝状 

 

 

アコまごころ号って？ 

次のページへGO!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



島根日日新聞(平成 21年 5月 23日) 

「アコまごころ号」とは、ふれあいサロン参加者の送迎車です!! 

(ふれあいサロンは、令和 3年度から名前が“フレイル予防塾”に変わりました！) 

 

 昭和 46 年 4 月から平成 21 年 3 月までのアコ基金の積立金、総額 2,175,000 円で購入させ

ていただきました。社協が高齢者の介護予防を目的として実施している“ふれあいサロン”の参加

者のみなさんを送迎する車です。 

アコの花が咲く緑豊かな奥出雲の町を、 

アコさんの真心を乗せた車が、今日も 

たくさんの笑顔とともに走っています。 

令和 2年度末現在 

アコ基金積立金 

1,180,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
ア
コ
基
金
の
運
用
】 

ア
コ
号
購
入
に
基
金
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
た
後
も
、
ア
コ
さ

ん
か
ら
の
ご
寄
付
は
毎
月
途
絶

え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。

社
協
で
は
、ア
コ
基
金
積
立
金
管 

理
運
用
委
員
会
を
設
置
し
最
良

の
方
法
で
積
み
立
て
る
と
共
に
、

ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
こ
と
が

奥
出
雲
町
の
地
域
福
祉
の
充
実

に
繋
が
る
か
、
じ
っ
く
り
と
考
え

て
い
き
ま
す
。 



ア
コ
さ
ん
に
感
謝
し
て…

 

奥
出
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長 

山 

本 

勝 

昭 

 

一
通
の
白
い
封
筒
に
、
た
だ
一
言
「
社
会

福
祉
の
一
助
に
」
と
添
え
ら
れ
て
届
い
た
感

動
か
ら
五
十
年
。
そ
の
封
筒
は
、
五
十
束
・

六
百
通
と
な
り
ま
し
た
。
年
ご
と
に
束
ね
た

封
筒
は
、
既
に
色
あ
せ
た
も
の
も
あ
り
長
い

年
月
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

人
知
れ
ず
、
名
も
告
げ
ず
、
ひ
た
す
ら
無

償
の
愛
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

感
動
し
感
謝
の
言
葉
に
尽
き
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
浄
財
は
、

「
ア
コ
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
運
用
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
福
祉
車
両
「
ア

コ
ま
ご
こ
ろ
号
」
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン(

現

フ
レ
イ
ル
予
防
塾)

に
参
加
す
る
笑
顔
の
高
齢

者
を
送
迎
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
協

だ
よ
り
「
ふ
く
し
の
窓
」
を
は
じ
め
色
々
な

場
所
で
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
か
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 大

き
な
愛
情
と
強
い
信
念
の
持
ち
主
ア
コ

さ
ん
の
、
今
後
ま
す
ま
す
の
幸
せ
を
祈
り
つ

つ
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

           

        

コロ        予防のた  の とを  いします。
    の に    の  を  いします。
 入  で 、     をしていただき、   に  、  、
    の 入を  いします。
  日   者  の   、入   を実施する  もあ ます。

          
          

         
                   
             

             

  

  

   

        

         
           
               
           
             

          
                

     

   
     



エピソード 

大募集!! 

9/30〆切 

人生を振り返った時、誰しも感謝を伝えたい人が何人か思い浮

かぶものです。担任の先生、職場の先輩、近所のおばあさん、友

達、家族、もしかしたらアコさんのように、どこの誰かも分から

ない人…。 

あの時、助けてくれた、親切にしてくれた。そんな心の中に秘

めている「ありがとう」を、言葉にしてみませんか？ 

【郵送】〒699-1511 
    奥出雲町三成260-1 
【FAX】54-0801 

                    【テーマ】 

誰かに伝えたい。 

                「あの時は、ありがとう。」 
 

 

 

 

 

 

〇下記または任意の用紙にエピソードをご記入の上、社協までお送りください。 

〇文字数など形式は自由です。 

〇お名前は、イニシャルやニックネームでも結構です。 

〇お寄せいただいたエピソードは、10 月 30 日に開催するアコ基金 50 周年記念イベント(前ページ)の会場に展示 

させていただくほか、一部を「ふくしの窓 12 月号」に掲載させていただきます。 

【エピソード】   誰かに伝えたい。「あの時は、ありがとう。」 

 

お名前・ニックネームなど 
 

 

キ
リ
ト
リ
線 



社協のお仕事  わたしたち社協は、こんな仕事をしています♪ 

1 善意銀行運営事業 

町民の皆様からいただく浄財を適切に管理運用し、地域福祉の増進を図ります。 

1. 積立金管理運用検討委員会の開催 

2. 寄付金や寄付物品の管理と有効活用 

3. アコさん 50 周年記念イベントの実施 

2 法人運営事業 

適切な法人運営や事業経営を行うとともに、総合的な企画や各事業の調整等を行う法人全体のマネジメント業務を行 

います。 

1. 理事会、評議員会、監査会、評議員選任解任委員会、内部経理監査会等の運営 

2. 財務運営と管理 

3. 自主財源確保に向けた体制づくり 

4. リスク管理やコンプライアンスに関する管理体制の整備 

5. 計画的な採用・異動・人事考課等の人事管理 

6. 研修・能力開発等の計画的な人材育成 

7. 労働法制に基づいた労務管理 

8. 所轄庁への届け出や対外的な法的対応を行う法務に関する業務 

9. 「社協発展・強化計画」の策定等の将来ビジョンの検討と進行管理 

10. 広報活動・広報戦略等 

11. 災害対応マニュアルの策定に向けた協議 

3 防災・災害ボランティアセンター運営事業 

町の防災計画に基づき、防災に関する意識を啓発するとともに、有事の際の 

災害ボランティアセンターの設置運営を行います。 

1. 災害時対応マニュアルの策定 

2. 防災研修会の開催 

4 ボランティアセンター事業 

住民のボランティアに関する理解と関心を深めるとともに、ボランティアの育成を図ることにより、助け合いの輪を 

広げる活動を推進します。 

1. ボランティア活動に関する調査、研究 

2. ボランティア活動の普及・啓発 

3. ボランティア活動支援事業実施要綱によるボランティアの養成と派遣ならびに活動支援 

4. 福祉ボランティア教育や総合学習の支援 

5 おくいずも流地域力活性化事業 

住民ひとりひとりが安心して生活できる地域をつくるため、‘向こう三軒両隣精神’を土台とする地域社会のしくみを

再建し、住民が主体的に自らの力を集結した地域力を醸成することを支援します。 

1. 福祉振興協議会、地区振興会の活動支援 

2. 福祉委員活動の活性化 

3. 地域住民同士の繋がりの強化 

4. 老人クラブや精神障がい者家族会などの活動支援 

5. 障がいに関する理解促進と障がい者支援 

6. 自死予防対策の推進 

7. 小地域給食サービスボランティア活動の普及啓発 

8. 『新たな支えあいファンド事業(県社協主催)』の推進 

6 生活支援体制整備事業 

高齢者が住みなれた地域で安心して暮らすことができるよう、生活課題を発見し地域の繋がりを構築します。 

1. 地域の高齢者支援のニーズと資源の見える化及び問題提起 

2. 地縁組織等多様な主体への協力依頼等の働きかけ  

3. 関係者のネットワーク化 

4. 生活支援サービスの担い手の養成及びサービスの開発 



7 共助の基盤づくり事業 

地域における生活困窮者支援等のための共助の基盤づくりを構築します。 

1. 実態把握と生活課題の検討の実施 

2. 地域の福祉ニーズを踏まえた地域サービスの創出、推進を図るための関係機関との連携 

3. 地域における活動拠点の確保 

4. 抜け漏れのない支援の実施 

8 ひきこもりサポート事業 

ひきこもり支援の基盤を構築し、ひきこもりの状態にある本人や家族等の状況を踏まえた早期支援、自立支援を図り

ます。 

1. ひきこもり相談の窓口、支援機関の情報発信 

2. 関係機関とのネットワーク、ひきこもり支援拠点づくり 

3. ひきこもりサポーターの養成と派遣 

9 介護予防普及啓発事業  

地域の高齢者に対して介護予防に関する知識を提供することにより、健康寿命を延ばす活動を行います。 

1. 地区ごとでの専門家による『フレイル予防塾』の開催（月 1 回/地区） 

2.『男の生涯現役道場』の定期的な開催（月 1 回） 

10 食の自立支援サービス事業 

一人暮らし、高齢者のみの世帯の高齢者(65 歳以上)の、健康で自立した 

「食」生活を支援します。 

1. 調理業者や配食ボランティアとの連絡調整 

2. ボランティアによる弁当の配達と利用者の見守り 

11 障がい者等配食サービス事業 

心身の障がいにより調理が困難な障がい者(18 歳以上 65 歳未満)の、いきいきとした在宅生活を食の面から支援しま

す。 

1. 調理業者や配食ボランティアとの連絡調整 

2. ボランティアによる弁当の配達と利用者の見守り 

12 高齢者安心安全生活サポート事業『コールセンター』 

支援ネットワークを通じた見守り体制を強化することにより、 

高齢者の安心安全な生活を支援します。 

1. コールセンターのオペレーターによるテレビ電話を活用した見守りの実施 

2. 民生委員や地域包括支援センターなど関係機関との連携した支援の実施 

13 介護予防拠点施設管理事業 

高齢者が介護を要する状態にならないよう予防し、生きがいを持って毎日を送ることができるよう支援するための施

設を管理します。 

1. 介護予防を目的とした活動を実施する団体への施設貸出 

2. 近隣自治会などの会合、趣味活動等を目的とした活動を実施する団体への施設貸出 

3. エレベータ、消防設備の保守など施設設備の管理 

14 家計改善支援事業 

家計に問題を抱える生活困窮者に対し、家計の視点からの情報提供や家計の見える化等の専門的な助言や指導等を実

施し、自立の促進を図ります。 

1. 家計管理に関する支援 

2. 滞納の解消や各種給付制度等の利用支援 

3. 債務整理に関する支援 

4. 貸付のあっせんの支援 

15 企業と社協の連携事業『つなぐ』 

既存制度では対応が困難なひきこもり等の方に対し、人や地域とのつながりを 

適切に確保する支援を行うとともに、地元企業や地域全体で支える基盤を構築します。 

1. 対象者本人やその家族に対する相談支援と見守り 

2. 就労体験の実施 

3. 地元企業等との連携強化と新規開拓 



16 福祉サービス利用援助事業『まもるくん』 

認知症や障がいにより判断能力が不十分な方が、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう支援します。 

1. 専門員による支援計画の作成 

2. 生活支援員による福祉サービスの利用援助や金銭管理 

3. 通帳、年金証書などの大切な書類の預かりサービス 

4. その他福祉サービス利用に係る援助等 

17 法人後見事業 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など、意思決定が困難な 

方を法律的に保護し支援します。 

1. 利用者の権利擁護 

2. 法人後見運営委員会の開催 

3. 成年後見制度に基づいた法人後見の実施 

18 困りごと支援事業 

様々な困りごとを抱え援助を必要とする方のお手伝いをすることにより、 

その方が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう支援します。 

1. 福祉用具(車いす、ベッド等)のリサイクルと無料貸出の実施 

2. 除雪機の無料貸出の実施 

3. 出張なんでも相談所の開設 

19 資金貸付事業 

生活に困窮する世帯の自立と更生を支援します。 

1. 民生融金の貸付 

20 生活福祉資金貸付事業 

低所得世帯等に対する各種資金の貸付を行い、世帯の自立を支援します。 

1. 相談窓口、申請窓口の開設 

2. 民生児童委員との協働による借受世帯に対する相談援助 

3. 島根県社会福祉協議会が実施する現地督励会への協力 

21 屋内ゲートボール場管理運営事業 

生涯スポーツの振興により、地域福祉の増進を図ります。 

1. 生涯スポーツの普及啓発と世代間交流の推進 

2. 施設の管理運営 

22 グラウンド・ゴルフ場管理運営事業  

生涯スポーツの振興により、地域福祉の増進を図ります。 

1. 生涯スポーツの普及啓発と世代間交流の推進 

2. 施設の管理運営 

3. 企業と社協の連携事業『つなぐ』における、ひきこもり対象者への就労体験の場の提供 

 
 
 
 
 
 

『つなげる。受け止める。挑戦する。』 

私たちの町には、社協がある。 

社会福祉法人奥出雲町社会福祉協議会 

〒699-1511 島根県仁多郡奥出雲町三成 260-1  電話 54-0800  情報 31-0800 

「福祉と名のつく機関が多すぎて、どこがどこだか分からない！」 

「似たような相談窓口ばかりで、どこに行けば良いか分からない！」 

そういう時は、社協にご一報ください。ご案内いたします。 


